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学校運営協議会委員による学校経営計画へのご意見（令和３年度 第１回学校運営協議会） 

 

令和３年度第 1 回学校運営協議会は新型コロナウイルス感染症予防のために会議を中止し、書面開催により学校

経営計画に関するご意見を集めさせていただきました。ご協力ありがとうございました。いただきましたご意見をも

とに、第2回学校運営協議会にて学校経営計画についての協議を進めさせていただきます。 

 

１ 開かれた学校づくりと安全・安心な学校づくりの推進について 

(1)人権の尊重、安心安全な学校生活のための校内体制等の充実について 

 いじめはあってはいけないことで、アンケートは学期ごとに実施していただき、先生とのコミュニケーショ

ンも大切だと思います。 

 日々の学校生活の中で人権の尊重を生かせるようにして欲しいと思います。 

 大切な内容ですので、①具体的にはどのような研修に参加しているのか。②啓発内容の例 ③人権学習の 

内容について、可能でしたら教えてください。 

 

(2)外部や校内の人材活用をとおした専門性について 

●  一人ひとり人工呼吸が異なると思います。それぞれの研修の繰り返しが必要と思います。主治医の理解や 

協力依頼する事も大切ではないでしょうか。 

● 上記 2 件について、生徒の命を守るために非常に重要だと思います。積極的な研修参加や実施を望みます。 

● よくとりくんでおられると思います。今後ますます必要になると思います。 

 

(3)防災体制の確立について 

●  どの様な災害を想定しているのでしょうか。 

●  災害を想定し、どのような予防対策をとらなくてはならないか等、研修を重ねることは必要ですね。 

●  研修がおわったら、ぜひまた内容をお聞かせください。 

 

(4)安全に配慮した医療的ケア実施体制の構築について 

●  保護者の方が付き添わなくても、高度医療的ケアに対応できる体制が整えれば、保護者の負担が軽減され 

   るので早く実現してほしいです。 

● 支援学校（特に肢体不自由校）に着任されて短い年数の先生は「医療的ケア」の基礎基本がわかりにくく、 

目の前に医療的ケアが必要な児童生徒がいる！！という状況の様に思います。学校（教育機関）における医

療を考えてほしいです。 

● 藤井寺支援学校において高度医療的ケアに対応できる体制やマニュアル作りは必要です。 

● 毎年、熱心にとりくまれており、特に自主研修をされることがすばらしいと思います。 

 

 

 



（５）学校ホームページの充実について 

●  ホームページを見たくなる様な工夫をお願いします。 

●  ホームページを通じて防災などのカテゴリーの充実を図ることはとてよい方法だと思います。 

●  ぜひ、組織的に発信できるホームページを今後もお願いします。 

 

２ 特別支援教育の専門性と授業力向上を基盤とした学校力の向上について 

(1) 支援教育の専門性と授業力向上のための校内体制の構築について 

● 授業者支援会議システムの充実を願います。 

● 一人の児童生徒の支援計画を作成するにあたり、OT.ST.PT や医療機関、その他の福祉サービスとの連携 

を深めることは大切ですね。充実した支援計画ができればと思っています。 

● JSSのシステムがだんだん充実・定着してきたと思います。 

 

（２）ICT機器、視聴覚機器等の支援機器の効果的な活用促進について 

●  ICT 機器の研究をしている大学等があります。そういった所との連携も良いのではないでしょうか。 

●  いつも研究に力を入れている藤井寺支援学校はすばらしいと思います。 

●  また発表内容等、ぜひお聞かせください。 

 

３ 南河内地域における支援教育のセンター的役割の充実と地域連携の強化について 

(1) 地域支援の拠点として教育相談室の充実と地域支援活動の強化について 

● 是非充実させてほしいと思います。センター的役割等開かれた学校づくりを思います。 

● 今後も地域支援活動の拠点として役割をはたしてください。 

● 南河内では、リーディングチームが生きていると思います。さらなる充実にむけ、これからもよろしくお願い 

します。 

 

(2) 障がい者スポーツの普及・啓発について 

● 今年はパラリンピックの年でもあり、卒業生が出場されます。多くの方にボッチャの事を知っていただける

と思います。地域の学校を通して交流続けてほしいです。 

● ボッチャの充実を思います。 

● ボッチャが地域で障がいスポーツとして広まるといいですね。応援しています。 

● ボッチャを通しての連携すばらしいですね。私もまえに参観させていただきとても感銘をうけました。 

 

(3) 地域住民との連携について 

● 災害時に地域住民が避難場所としてどの様に使用させていただくことができるのか、又、地域として 

どのようなご協力が出来るのか話し合える場を持ちたい。 

● 継続して頂きたいです。 

● 指定避難所としての役割は大きいですが、今まで同様、地域住民との連携は必要です。 

● ますますこれから大切になると思います。地域に根ざした支援学校でありつづけてください。 

 

その他 

 万が一、感染者が出た時にも、バッシングではなく最大限その人を守れるよう、また一方で児童生徒の安

心安全のため、感染をできるかぎり予防できるよう両面での事前準備をお願いします 

 世界的に流行している新型コロナウイルスの本校における感染予防の取り組み（感染予防と学校教育） 

 

（以上） 


